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インターバンクの声 （2017 年 7 月 28 日） 
 

FOMCの声明が思ったほどタカ派的でなかったためにドル売りが進んだ昨日の東京

市場だったが、円相場も昼過ぎに付けた 110 円 79 銭から徐々にドルが買い戻され

た。 

ドルは円だけでなく、ユーロや豪ドルに対しても FOMC の発表前の水準から 100 ポ

イント超も売りが進んでいたため買い戻しも入りやすく、米長期金利が上昇に転じ始

めたことも後押しとなっていた。 

ロンドン市場では一旦ドルの上値が重くなったが、ニューヨーク市場では、朝方に発

表された6月の米耐久財受注には反応薄だったが、その後もドルの買戻しは続いた。

ただ、昼過ぎになって米株式市場でナスダック総合指数が急落し始めたことや、ム

ニューシン米財務長官が為替操作国に厳しく対応するとの姿勢を示したことなどか

らドルが急落。 

せっかく 111 円 70 銭台まで回復していたドルは再び 111 円を割り込んだ。それでも

ニューヨークの終盤には 111円 30銭前後に戻しており、110 円台後半ではドル買い、

112 円前後ではドル売りで良さそうだ。 

反応薄だったものの耐久財受注の数字は決して弱くなく、今晩の米 GDP 速報値も

強めの発表となれば来週末の米雇用統計に向けて再び市場がドル強気となるかも

知れない。 
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